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12人が登壇1122人人がが登登壇壇

そそそこが
きたいききたたいい

ここがが

聞聞聞

期
日
前
投
票
所
の
設
置

問

小
針
北
小
学
校
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
し
た
効
果

は
。

答

土
曜
日
・
日
曜
日
の
2

日
間
の
み
の
開
設
で
あ
っ
た

が
、
3
2
3
人
の
利
用
が
あ

り
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
る
。

問

選
挙
に
携
わ
っ
た
立
会

人
の
大
学
生
か
ら
の
意
見
は
。

答

学
生
か
ら
は
、
選
挙
を

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

で
き
た
な
ど
と
の
意
見
が
あ

り
、
ま
た
大
学
側
も
積
極
的

に
協
力
す
る
意
向
で
あ
る
。

今
後
の
伊
奈
町
の
状
況
は

問

「
空
き
家
対
策
に
関
す

る
協
定
」
締
結
は
。

答

近
隣
市
の
協
定
締
結
先

の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。

問

空
き
家
の
二
次
相
談
窓

口
の
協
定
先
は
。

答

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
を
含
め
た
不
動
産
関

係
団
体
と
の
協
定
を
検
討
す

る
。

「
町
政
へ
の
ご
意
見
箱
」
お

よ
び
「
町
長
へ
の
手
紙
」

問

回
答
に
あ
た
り
、
ど
の

職
位
の
職
員
ま
で
が
、
そ
の

内
容
を
理
解
し
、
回
答
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
長
は

全
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答

担
当
課
内
で
情
報
共
有

し
回
答
し
て
い
る
。
全
て
町

長
決
裁
で
対
応
し
て
い
る
。

問

町
民
に
、
よ
り
わ
か
り

や
す
い
広
聴
制
度
と
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
本
化
す

る
考
え
は
。

答

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
広
聴
制
度
の
充
実
を
図
る

た
め
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質問事項
�期日前投票所の設置について �空き家対策について
�「町政へのご意見箱」および「町長への手紙」の取り扱いについて
�南中学校に特別支援学級の設置を
�南部大公園及び町制記念公園のグラウンド整備対策
�行政区設置規程 �行政区について �町民運動会一考
�行財政改革推進会議の答申 �職員の時間外勤務縮減に向けた具体策
�町外医療機関での医療や健（検）診の受診における利便性向上
�教育公務員特例法改正と教員研修 �北部地域での公共施設の整備
�教育の無償化について �図書館の充実を
�伊奈町の高年齢者雇用の現状と今後の方向は
�犯罪被害者の支援について
�公園に障がい児と健常児が交流できる遊具の設置を
�コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の取組について
�英語教育の取組について
�民生委員・児童委員の担い手確保に向けて �部活動遠征の安全対策
�介護保険制度について �「伊奈町障害福祉計画」について
�通学路の信号機に歩行者用信号機を �ペットが共存できる対策を
�「民泊新法」への対応は
�先の衆議院選挙投票率について当町の課題を伺う
�住民課を中心とする総合窓口を設置したらどうか
�福祉の相談支援を総合的に行う窓口等の設置はどうか
�校庭等の緑化事業についてはさらに推進すべきと考えるがどうか
�スポーツ施設の整備拡充を
�伊奈町の高齢者の居場所づくりについて
�中学校が作成する調査書について
�小・中学校のいじめと不登校について
�南部大公園の砂塵対策について �ごみ処理の広域化について
�伊奈町のペット防災 �生涯学習の充実に向けて
�伊奈町の未来へ繋がる道。都市計画道路等の現状と今後は
�伊奈町の農業。供給先を限定したオーダーメード栽培で稼げる農業への取
り組みを

�伊奈町の特産品。果物、酒、お菓子などの販路拡大を
�公園のメンテナンス。球技等での活用について

質問議員

栗原惠子

奥田とみ子

村山正弘

大沢 淳

水上邦雄

上野克也

戸張光枝

五味雅美

青木久男

藤原義春

中原敦子

上野尚德

ページ
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12月定例会は、12人の議員が
一般質問を行いました。その中
から主な質疑応答の要旨を質問
した議員の要約により掲載しま
す。
なお、会議中の発言と答弁の
詳細は、伊奈町議会ホームペー
ジおよび図書館に備えてある会
議録でご覧になれます。（2月下
旬掲載）

北北
部部
地地
区区
のの
投投
票票
率率
向向
上上
対対
策策
はは

18歳からの若い世代の投票行動を望む

く
り
ば
ら
け
い
こ

栗
原
惠
子
議
員

一般質問

一般質問

8
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問

当
町
に
は
、
7
校
の
小

中
学
校
が
あ
る
中
で
、
南
中

学
校
に
だ
け
特
別
支
援
学
級

が
な
い
。学
校
教
育
法
に
は
、

教
育
上
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
者
に
対
し
、
障
害
に

よ
る
困
難
を
克
服
す
る
た
め

の
教
育
を
行
い
、
特
別
支
援

学
級
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

と
あ
り
、
全
国
70
％
以
上
の

小
中
学
校
が
設
置
し
て
い
る
。

高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
支
援
体
制

が
進
ん
で
い
る
状
況
の
中
で
、

町
は
特
別
支
援
学
級
を
設
置

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

南
中
学
校
へ
の
特
別
支

援
学
級
設
置
は
、
継
続
し
た

在
籍
人
数
が
見
込
め
な
い
理

由
で
設
置
を
見
送
っ
て
き
た

が
、
障
害
者
の
権
利
に
関
す

る
条
約
を
踏
ま
え
、
学
び
の

場
を
確
保
し
、
障
害
や
発
達

の
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
す

る
観
点
か
ら
、
平
成
30
年
度

南
中
学
校
に
特
別
支
援
学
級

設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

南
部
大
公
園
お
よ
び
町
制
記

念
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

対
策
に
つ
い
て

問

南
部
大
公
園
の
土
埃
対

策
は
、
本
年
3
月
の
定
例
会

で
質
問
し
、
土
埃
に
有
効
な

表
層
材
「
ヘ
ル
シ
ー
グ
リ
ー

ン
」
の
導
入
を
提
案
し
た
。

検
討
し
た
進
捗
状
況
と
、
町

制
記
念
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
も
導
入
で
き
な
い

か
。

答

南
部
大
公
園
に
つ
い
て

は
、
研
究
・
検
討
し
た
結
果

様
々
な
効
果
が
予
想
で
き
る

こ
と
か
ら
、
導
入
に
向
け
検

討
し
て
い
る
。
記
念
公
園
に

つ
い
て
は
、
今
後
事
例
を
研

究
し
、
検
討
し
て
い
く
。

行
政
区
設
置
規
程
・
行
政
区

問

現
在
の
行
政
区
は
、
2

4
0
0
世
帯
か
ら
1
3
0
世

帯
で
構
成
さ
れ
、
23
区
と
し

て
い
る
区
分
・
合
区
の
基
準

を
定
め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、

区
設
置
規
程
は
昭
和
38
年
に

定
め
ら
れ
た
規
程
で
、
一
方

的
に
行
政
区
設
置
を
定
め
て

い
る
。
行
政
区
域
住
民
の
区

へ
の
加
入
義
務
と
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
権
利
を
明
記

し
て
条
例
化
す
べ
き
だ
。

答

区
設
置
規
程
で
は
、
2

0
0
世
帯
以
上
の
基
準
で
分

区
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
分

区
・
合
区
は
地
区
住
民
の
合

意
形
成
が
な
さ
れ
た
と
き
に

運
用
を
は
か
る
。
条
例
化
に

関
し
て
は
、
現
規
程
の
ま
ま

で
問
題
は
な
い
。

町
民
運
動
会
一
考

問

体
育
協
会
と
し
て
総
会

前
に
、多
数
の
町
民
の
参
加
、

勝
者
を
予
測
で
き
な
い
競
技
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
検
討
す
べ
き

だ
。
伊
奈
ま
つ
り
と
並
び
町

民
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

の
で
大
切
に
し
た
い
。

人
口
4
万
人
で
現
会
場
一

か
所
で
は
町
民
の
参
加
が
2

千
人
位
が
限
度
で
あ
る
。

各
小
学
校
庭
で
通
学
区
地

域
で
の
町
民
運
動
会
の
開
催

や
体
力
を
競
う
競
技
は
高
齢

化
等
か
ら
一
考
す
べ
き
だ
。

答

体
育
協
会
と
し
て
は
研

究
し
て
い
き
た
い
。

問

体
育
協
会
総
会
前
の
役

員
会
で
検
討
し
て
欲
し
い
。

答

町
民
運
動
会
参
加
者
の

様
々
な
年
代
で
楽
し
め
る
競

技
種
目
を
研
究
す
る
。

お
く
だ

こ

奥
田
と
み
子
議
員

南南
中中
学学
校校
にに
特特
別別
支支
援援
学学
級級
のの
設設
置置
をを

行行
政政
区区
とと
町町
民民
運運
動動
会会
のの
改改
善善
をを
提提
言言

土埃に有効な対策実現に向け
検討が進んでいる南部大公園

む
ら
や
ま
ま
さ
ひ
ろ

村
山
正
弘
議
員

特別支援学級の設置が待たれる南中学校

内宿駅ホームより東方を望む

一般質問

No.1789
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問

北
部
地
域
に
「
ゆ
め
く

る
」
の
よ
う
な
生
涯
学
習
拠

点
の
整
備
を
。

答

住
民
ニ
ー
ズ
や
財
政
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

職
員
の
時
間
外
勤
務
縮
減
を

問

民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
活
用
を
。

答

外
部
講
師
を
招
い
て
研

修
会
を
実
施
し
た
。

行
財
政
改
革
推
進
会
議
の
答

申
に
対
し
て

問

い
な
ま
る
の
高
齢
者
有

料
化
は
取
り
入
れ
な
い
こ
と
。

答

慎
重
に
検
討
す
る
。

問

バ
ラ
園
町
民
無
料
化
を
。

答

無
料
招
待
券
等
を
検
討

し
た
い
。

教
員
研
修

問

行
政
研
修
の
現
状
と
課

題
は
。

答

受
講
す
る
教
職
員
が
学

校
を
離
れ
て
研
修
す
る
際
に
、

受
け
持
つ
学
級
を
空
け
る
時

間
が
で
き
て
し
ま
う
。

問

「
い
じ
め
」
の
問
題
を

詳
し
く
学
ぶ
機
会
の
確
保
を
。

答

初
任
者
研
修
で
必
ず
取

り
扱
う
。

町
外
医
療
機
関
で
の
福
祉
三

医
療
や
健
（
検
）
診
の
受
診

問

福
祉
三
医
療
費
無
料
化

制
度
に
お
い
て
、
比
企
郡
市

な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

町
外
医
療
機
関
で
の
窓
口
払

い
を
な
く
す
こ
と
。

答

町
内
で
の
対
応
を
継
続

し
た
い
。

問

特
定
健
診
や
が
ん
検
診

を
町
外
の
医
療
機
関
で
受
診

で
き
る
よ
う
に
。

答

県
内
で
近
隣
市
に
拡
大

し
て
い
る
の
は
、
朝
霞
地
区

医
師
会
4
市
。
町
内
で
の
実

施
を
継
続
し
た
い
。

問

現
状
と
今
後
の
方
向
は
。

答

従
業
員
30
人
未
満
の
事

業
所
が
1
2
5
9
社
あ
る
。

町
商
工
会
と
協
力
し
な
が
ら
、

高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
制
度

の
概
要
や
「
65
歳
超
雇
用
推

進
助
成
金
」の
周
知
を
図
る
。

ま
た
、
定
年
制
を
導
入
し
て

い
る
事
業
所
で
高
年
齢
者
の

雇
用
確
保
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
な
い
事
業
所
に
は
講
じ

る
よ
う
働
き
か
け
る
。

図
書
館
の
図
書
の
充
実
を

問

「
ゆ
め
く
る
」
の
図
書

室
は
工
夫
す
れ
ば
開
架
図
書

を
増
や
せ
る
。
近
隣
市
の
図

書
館
数
と
開
架
図
書
の
人
口

比
率
は
。

答

上
尾
市
9
館
1
・
9
冊
、

蓮
田
市
1
館
2
・
94
冊
、
桶

川
市
3
館
2
・
47
冊
、
伊
奈

町
2
館
1
・
59
冊
。

犯
罪
被
害
者
支
援
を

問

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
た
対
応
を
。

答

個
室
で
、
相
談
者
の
気

持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

し
て
い
く
。

奨
学
金
制
度
の
拡
充
を

問

大
学
入
学
後
の
授
業
料

や
借
入
金
の
返
済
が
40
歳
近

く
ま
で
か
か
り
、
晩
婚
少
子

化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

制
度
の
拡
充
が
必
要
だ
。

答

近
隣
市
の
貸
付
実
績
等

も
考
慮
し
研
究
し
て
い
く
。

公
園
に
障
が
い
児
用
遊
具
を

問

公
園
に
障
が
い
児
と
健

常
児
が
交
流
で
き
る
遊
具
の

設
置
を
。

答

交
流
可
能
で
安
全
性
が

考
慮
さ
れ
た
遊
具
の
設
置
を

研
究
し
て
い
く
。

北北
部部
地地
域域
にに
公公
共共
施施
設設
をを

高高
年年
齢齢
者者
雇雇
用用
のの
充充
実実
をを

お
お
さ
わ

大
沢

じ
ゅ
ん淳

議
員

み
ず
か
み
く
に
お

水
上
邦
雄
議
員

北部地域にも生涯学習拠点の整備を
（写真は南部地域の「ゆめくる」）

障がい児用の遊具の設置が急がれる
（写真は「中部公園」）

一般質問
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問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
は
、
輝
く
子
供
た
ち
の

未
来
の
創
造
に
向
け
、
学
校

と
地
域
住
民
が
「
地
域
で
ど

の
よ
う
な
子
供
た
ち
を
育
て

る
の
か
」、「
何
を
実
現
し
て

い
く
の
か
」
と
い
う
目
標
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
学
校

と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ

せ
て
学
校
の
運
営
に
取
り
組

む
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
」
へ
の
転
換
を
図
る
仕
組

み
だ
が
、
町
の
取
組
み
は
。

答

制
度
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

は
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
来
年
度
は
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
、
行
政
等
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
連
携
を
強
化
し
た
学
校

づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
よ
う

計
画
す
る
予
定
で
あ
る
。

ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
育

問

ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
教
育

を
通
じ
た
地
域
創
生
戦
略
と

伊
奈
町
の
英
語
教
育
は
。

答

国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
現
在
、
英
語

教
育
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

生
の
英
語
に
接
し
て
い
く
こ

と
は
、
国
際
社
会
で
活
躍
し

て
行
く
た
め
に
も
有
益
と
考

え
て
い
る
。
平
成
32
年
に
町

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
が
、

そ
の
時
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
の

あ
る
都
市
と
友
好
都
市
締
結

を
結
び
た
い
夢
を
も
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
小
さ

い
時
か
ら
し
っ
か
り
し
た
英

語
教
育
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
我
が
町
も
し
っ
か
り
と

英
語
教
育
体
制
を
作
っ
て
い

き
た
い
。

問

無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
り
な
が
ら
、
福
祉
に
お

け
る
重
大
な
役
割
を
担
う
民

生
委
員
・
児
童
委
員
。
急
速

に
進
む
少
子
高
齢
化
を
は
じ

め
家
庭
や
地
域
の
連
帯
感
や

支
え
あ
い
の
力
が
弱
く
な
っ

て
き
て
い
る
中
で
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
や
孤
立
死
の
問

題
等
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
化
し
て
い
る
。
大

事
な
民
生
委
員
の
現
場
の
声

を
吸
い
上
げ
る
事
が
重
要
。

き
た
ん

忌
憚
な
く
抱
え
る
思
い
を
書

け
る
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
は
。

答

委
員
の
素
直
な
気
持
ち

や
思
い
な
ど
本
当
の
声
を
聞

く
こ
と
は
大
切
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
を
図
る
。

問

福
祉
協
力
員
を
後
任
者

と
し
て
流
れ
を
作
る
こ
と
は
。

答

地
域
福
祉
を
支
え
る
と

い
う
目
的
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
連
携
・
協
力
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

部
活
動
遠
征
の
安
全
対
策

問

去
年
10
月
に
石
川
県
で

起
き
た
保
護
者
に
よ
る
送
迎

事
故
の
他
、
各
地
で
起
き
て

い
る
痛
ま
し
い
事
故
を
受
け

て
町
教
育
委
員
会
と
し
て
、

ど
う
考
え
、
今
後
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

答

部
活
動
の
大
会
や
練
習

試
合
等
に
お
い
て
貸
し
切
り

バ
ス
や
公
共
交
通
機
関
の
保

護
者
負
担
の
問
題
や
、
そ
れ

を
軽
減
す
る
た
め
の
保
護
者

に
よ
る
送
迎
の
交
通
事
故
の

リ
ス
ク
等
。
よ
り
安
全
な
移

動
の
在
り
方
や
よ
り
よ
い
部

活
動
の
在
り
方
を
検
討
し
て

い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。

と
ば
り
み
つ
え

戸
張
光
枝
議
員

民民
生生
委委
員員
・・
児児
童童
委委
員員
のの

担担
いい
手手
確確
保保
にに
向向
けけ
てて

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
・・
スス
クク
ーー
ルル
にに
つつ
いい
てて

う
え
の
こ
く
や

上
野
克
也
議
員

コミュニティ・スクールの仕組み

民生委員制度100周年シンボルマーク

一般質問
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問

高
い
信
号
機
は
子
ど
も

の
視
野
に
入
り
づ
ら
い
。

答

歩
行
者
用
は
、
明
ら
か

に
不
要
か
、
構
造
上
無
理
な

場
合
以
外
、
設
置
が
原
則
。

確
認
し
、
対
応
す
る
。

問

介
護
保
険
の
保
険
料
を

抑
え
、サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
。

国
は
、
要
支
援
1
・
2
に

続
い
て
要
介
護
1
・
2
も
保

険
給
付
か
ら
外
そ
う
と
し
て

い
る
。
来
年
度
か
ら
の
変
更

で
変
わ
る
も
の
と
、
総
合
事

業
の
進
捗
は
。

答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
へ
事
業
展
開
し
て
い
る
。

保
険
料
基
準
額
は
高
く
な
る

見
込
み
。
次
期
の
重
点
項
目

は
、
介
護
予
防
の
充
実
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、
在
宅
医

療
介
護
の
連
携
な
ど
。

問

来
年
度
か
ら
の
次
期「
障

害
福
祉
計
画
」
は
。

答

相
談
事
業
所
の
増
設
、

32
年
度
目
標
で
「
基
幹
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」設
置
な
ど
、

相
談
支
援
を
充
実
す
る
。

問

猫
の
糞
尿
被
害
等
で
の

啓
発
を
。
人
間
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
ペ
ッ
ト
が
、
誰
に

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
、

そ
れ
で
困
っ
て
い
る
人
た
ち

に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
。

答

猫
等
の
糞
尿
被
害
等
の

相
談
は
増
加
し
て
い
る
。
飼

育
マ
ナ
ー
向
上
と
適
正
飼
養

の
周
知
啓
発
を
行
う
。

問

「
民
泊
新
法
」
は
、
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し

て
い
る
違
法
民
泊
を
合
法
化

す
る
も
の
。
届
け
出
だ
け
で

営
業
で
き
る
も
の
。
条
例
で

の
規
制
を
求
め
る
べ
き
。

答

事
業
者
に
は
配
慮
を
お

願
い
す
る
。

問

今
年
度
新
規
事
業
で
南

小
学
校
の
校
庭
に
芝
生
が
張

ら
れ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝

生
は
見
た
目
に
も
心
が
和
む
。

芝
生
の
管
理
は
大
変
だ
が

何
と
か
克
服
し
て
他
の
小
中

学
校
へ
も
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

答

南
小
学
校
を
芝
生
化
し

た
こ
と
で
児
童
に
与
え
る
環

境
変
化
や
学
校
運
営
に
ど
の

よ
う
な
課
題
が
生
じ
る
か
を

見
極
め
つ
つ
各
学
校
長
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
拡
充

問

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
心

身
共
の
健
康
づ
く
り
は
、
町

民
の
友
情
と
連
帯
を
深
め
、

明
る
い
町
づ
く
り
に
最
適
だ
。

丸
山
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
ト

イ
レ
の
改
善
や
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
残
り
2
面
の
全
天
候
化
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ル
ー
ム
の
卓
球

台
等
々
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

さ
ら
な
る
整
備
拡
充
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

答

財
政
面
も
考
慮
し
つ
つ

各
々
適
切
に
対
応
す
る
。

住
民
課
を
中
心
と
す
る
総
合

窓
口
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か

問

転
入
時
に
必
要
な
手
続

き
が
一
か
所
で
済
む
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
総
合
窓
口
は
住
民

の
利
便
性
第
一
の
重
要
施
策

と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
状
況
や
課
題
を
伺
う
。

答

県
内
自
治
体
で
の
総
合

窓
口
設
置
は
ま
だ
ま
だ
少
な

い
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
具
体

的
な
事
項
を
検
討
す
る
ま
で

に
い
た
っ
て
い
な
い
。
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
ス
ペ
ー
ス
等

に
課
題
は
あ
る
が
、
県
内
市

町
村
の
動
向
等
を
考
慮
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

通通
学学
路路
のの
信信
号号
機機
にに

歩歩
行行
者者
用用
信信
号号
機機
のの
設設
置置
をを

――
校校
庭庭
のの
芝芝
生生
化化
――

他他
のの
学学
校校
にに
もも
広広
げげ
たた
らら
どど
うう
かか

ご

み
ま
さ
み

五
味
雅
美
議
員

あ
お
き
ひ
さ
お

青
木
久
男
議
員

芝生の上だから転んでも平気、平気！！
（南小学校）

歩行者用信号は、右左折車が赤信号になる
前に交差点から出られるためにも有用です

一般質問
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問

高
校
入
試
を
受
け
る
生

徒
の
立
場
に
立
っ
た
調
査
書

を
希
望
す
る
保
護
者
も
い
る

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答

校
長
を
委
員
長
と
す
る

調
査
書
等
作
成
委
員
会
を
設

け
、
客
観
的
な
事
実
に
基
づ

き
公
正
・
公
平
・
厳
正
を
旨

と
し
て
、
調
査
書
を
作
成
し

て
い
る
。

い
じ
め
と
不
登
校
を
減
ら
す

た
め
の
対
策
は

問

い
じ
め
の
認
知
件
数
と

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
。

答

平
成
28
年
度
の
い
じ
め

の
認
知
件
数
は
、
小
学
校
が

5
0
5
件
、中
学
校
が
99
件
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
、

小
学
校
が
5
人
、
中
学
校
が

26
人
で
あ
る
。

問

そ
の
た
め
の
対
策
は
。

答

い
じ
め
の
対
策
は
、
初

期
段
階
に
認
知
し
、
そ
の
解

消
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
不
登
校
解
消
の
た
め
に

は
、
休
み
始
め
た
ら
不
登
校

の
前
兆
と
し
て
捉
え
、
速
や

か
に
対
応
し
て
い
る
。
生
徒

の
落
ち
着
け
る
「
居
場
所
づ

く
り
」
や
、
全
て
の
生
徒
の

活
躍
で
き
る
「
絆
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
る
。

伊
奈
町
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
は
４０
年
を
超
え
て
維
持
で

き
る
の
か

問

上
尾
市
と
共
同
で
ご
み

処
理
施
設
を
建
設
す
る
場
合
、

10
年
以
上
先
の
建
設
と
な
る

が
、
約
40
年
超
経
過
す
る
伊

奈
町
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

は
、老
朽
化
し
て
大
丈
夫
か
。

答

基
幹
的
な
設
備
の
修
繕

等
大
規
模
な
改
修
が
必
要
な

場
合
は
、
修
繕
費
が
膨
ら
む

が
、
計
画
的
に
対
応
す
る
。

伊
奈
町
の
ペ
ッ
ト
防
災

問

ペ
ッ
ト
防
災
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん
の
飼
い

主
の
手
元
に
届
く
配
慮
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答

埼
玉
県
作
成
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、
災
害
か
ら
ペ
ッ

ト
を
守
る
具
体
例
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
防
災
に

大
変
有
効
で
あ
る
。
今
後
、

集
合
注
射
時
で
の
配
布
や
町

内
動
物
病
院
で
の
配
布
依
頼

等
、
よ
り
多
く
の
飼
い
主
の

目
に
触
れ
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

問

今
後
、
飼
い
主
が
中
心

と
な
る
同
行
避
難
訓
練
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定

か
。

答

当
面
の
間
、
訓
練
対
象

区
の
飼
い
主
の
方
々
の
協
力

の
も
と
、
訓
練
を
実
施
し
て

い
く
。
加
え
て
、
防
災
訓
練

会
場
内
で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等

に
よ
る
啓
発
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

生
涯
学
習
の
充
実
に
む
け
て

問

多
種
に
わ
た
る
音
楽
活

動
を
し
た
い
町
民
の
た
め
に

で
き
る
支
援
が
あ
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
な
に
か
。

答

多
種
に
わ
た
る
音
楽
活

動
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
の
か
、
研
究
し
て

い
く
。

問

音
楽
活
動
が
で
き
る
施

設
は
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い

と
の
認
識
か
。

答

地
域
の
音
楽
文
化
振
興

の
た
め
に
は
、
環
境
の
整
備

は
必
要
で
あ
る
。
町
の
財
政

状
況
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
て
、
研
究
し
て
い
く
。

ペペ
ッッ
トト
防防
災災
のの
リリ
ーー
フフ
レレ
ッッ
トト
をを
飼飼
いい
主主
のの
手手
元元
へへ

中中
学学
校校
のの
作作
成成
すす
るる
調調
査査
書書
にに
つつ
いい
てて
！！

ふ
じ
は
ら
よ
し
は
る

藤
原
義
春
議
員

な
か
は
ら
あ
つ
こ

中
原
敦
子
議
員

稼働してから29年以上経過している
伊奈町クリーンセンター

ペット防災の大切さを知ることから
始めましょう

一般質問
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都
市
計
画
道
路
の
開
通
、
第

２
産
業
道
路
と
の
接
続
で
事

業
家
に
魅
力
的
な
伊
奈
町
へ

問

町
を
縦
断
す
る
最
重
要

道
路
の
伊
奈
中
央
線
・
第
2

事
業
区
間
の
完
成
時
期
は
。

答

用
地
測
量
↓
建
物
等
の

調
査
↓
用
地
交
渉
↓
支
障
物

の
移
転
。
軟
弱
地
盤
の
沈
下

対
策
工
事
が
必
要
。
完
成
時

期
は
明
言
で
き
な
い
。

問

丸
山
駅
前
の
道
路
は
第

2
産
業
道
路
、
17
号
に
接
続

し
、
大
宮
栗
橋
線
へ
抜
け
る

重
要
道
。
早
期
整
備
を
。

答

幹
線
道
で
早
期
整
備
を

望
む
。
駅
東
側
は
狭
く
歩
道

も
な
い
。今
後
も
要
望
す
る
。

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
栽
培
で
の

稼
げ
る
農
業
へ
の
支
援
を

問

収
益
性
の
高
い
ニ
ッ
チ

な
農
作
物
の
栽
培
へ
支
援
を
。

答

農
家
の
意
向
、
企
業
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。
技

術
指
導
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
の
活
用
も
図
る
。

特
産
品
（
果
物
、
酒
、
菓
子
、

雑
貨
等
）
へ
の
支
援
。
伊
奈

町
で
の
商
売
に
魅
力
作
り
を

問

需
要
や
販
売
場
所
等
の

情
報
収
集
、
製
品
の
情
報
発

信
、販
売
先
の
開
拓
支
援
を
。

答

町
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
、

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
Ｐ
Ｒ
。
マ

ス
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
報
活

動
を
行
っ
た
。
今
後
も
振
興

事
業
、事
業
者
支
援
を
行
う
。

問

有
名
店
等
で
取
り
扱
っ

て
も
ら
う
、
映
画
等
の
背
景

に
入
れ
て
も
ら
う
等
、
日
の

目
を
あ
び
る
取
組
み
を
。

答

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ
玉
等
で

取
り
上
げ
て
も
ら
い
Ｐ
Ｒ
し

た
。
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
活
用
等
も
検
討
す
る
。

エ
ネ
空
あ
お
き
タ
ワ
ー

青
木
村
と
村
商
工
会
、
村

内
企
業
な
ど
で
つ
く
る
「
青

木
村
地
域
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
協
議
会
」
は
、
太
陽
光

と
風
力
に
よ
る
複
合
型
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
装
置
を「
道

の
駅
あ
お
き
」
に
設
置
し
て

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

発
電
さ
れ
た
電
力
は
、
非
常

用
電
源
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
小

型
リ
ビ
ン
グ
野
菜
工
場
、
燃

料
電
池
、
電
動
自
転
車
の
充

電
等
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
電
力
自
給
率

の
低
い
発
展
途
上
国
向
け
の
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
複
合
発
電

シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
応
用
に

よ
り
、
国
際
貢
献
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

池
田
町
は
花
と
ハ
ー
ブ
の
里

信
州
あ
づ
み
野
で
知
ら
れ

る
池
田
町
は
、
平
成
2
年
よ

り
本
格
的
な
観
光
の
取
組
み

が
開
始
さ
れ
、
現
在
年
間
30

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
、
ハ
ー
ブ
関
連
商
品
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

池
田
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
か
ら

は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
、
青
木
村
と
池
田
町

を
視
察
し
、
小
さ
い
な
が
ら

も
、
し
っ
か
り
と
行
政
の
行

な
わ
れ
て
い
る
地
区
を
見
学

し
、
知
見
を
広
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

町町
でで
商商
売売
やや
農農
事事
業業
をを

営営
みみ
たた
くく
なな
るる
仕仕
組組
みみ
作作
りり
をを

う
え
の
な
お
の
り

上
野
尚
德
議
員

原市沼川調節池の芝生と草地
西小針公園、中部公園、原市沼川調節池の
芝生、草地、アヤメ園跡地の多目的広場等
身近な公園でスポーツ・球技を楽しめる環
境整備を

一般質問・政務活動報告

会
派
に
よ
る
政
務
活
動
報
告

町
議
会
で
は
、
議
員
活
動
の
資
質
向
上
を

ね
ら
い
と
し
、
各
会
派
で
他
の
自
治
体
の
取

り
組
み
を
視
察
調
査
し
た
り
、
様
々
な
研
修

を
行
う
な
ど
研
鑽
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
粒
で
も
ピ
リ
ッ
と
し
た
行
政

日

時
�
平
成
29
年
11
月
7
日
・
8
日

視
察
地
�
長
野
県
小
県
郡
青
木
村
・
北
安
曇
郡
池
田
町

会

派
�
新
政
伊
奈
、
無
所
属
の
会

元気な青木村の議場にて
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